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１.当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費で停滞感が見られるなど足踏み状態が持続している中、イ

ンバウンド需要の頭打ち感や海外経済の不確実性の高まりもあり、景気の先行きは依然として不透明な状況となって

おります。 

このような環境の中、当社は、北海道から沖縄までの全国47都道府県に、お客様にとって便利で標準化された店舗

網の拡充を進めるため、13店舗の新規出店を行いました。一方で不採算店舗の閉店やリプレースにより７店舗を閉鎖

した結果、期末の店舗数は893店舗となっております。インターネット販売におきましては、利便性を更に向上させ

新たな顧客層の獲得に繋げるため、茨城県常総市にインターネット販売専用の配送センター「ネット東日本センター」

を開設いたしました。 

商品別の売上高の動向におきましては、衣料部門においては、プライベートブランド「エルフィンドール」の「ス

トレッチパンツ」「ストレッチーノ」などを重点販売した結果、アウトウェアが大きく売り上げをけん引する形とな

りました。雑貨部門につきましては、プライベートブランド「スマートエンジェル」の組み合わせマットやベビーフ

ェンス、生後１か月から使用できるベビーカー「デ・ヨーネ」などが良好な売れ行きを見せました。結果、売上高は

前年同期比で103.7％となりました。 

売上総利益におきましては、仕入原価の低減や値下げロス率の改善により前年同期比で108.9％と売上の伸びを上

回り、売上総利益率につきましても前年同期比で1.8％上回ることができました。 

販売費及び一般管理費におきましては、継続して物流費や店舗運営費、その他固定費の削減に取り組んでまいりま

した結果、前年同期比で102.8％と伸び率を抑制できております。 

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は 1,051億３千８百万円（前年同期比 103.7％）、営業利益は 77億６

千５百万円（前年同期比 144.4％）、経常利益は 79億円（前年同期比 143.0％）となりました。また、四半期純利益

は 50億４千５百万円（前年同期比 146.1％）となりました。 

当第３四半期末店舗数893店舗の地域別の状況は、北海道地区40店舗、東北地区81店舗、関東地区245店舗、中部地

区154店舗、近畿地区160店舗、中国地区60店舗、四国地区30店舗、九州・沖縄地区123店舗となっております。 

なお、当社の事業内容はベビー・子供の生活関連用品の販売事業の単一セグメントのみであるため、セグメントご

との業績の状況の記載を省略しております。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第３四半期末における総資産は993億７千１百万円と前期末から69億４千９百万円の増加となりました。これは、

主に現金及び預金が52億７千万円増加したことや売掛金が17億１千５百万円増加したことなどによります。 

当第３四半期末における負債は403億７千５百万円と前期末から33億２千４百万円の増加となりました。これは、

主に電子記録債務が16億９千４百万円、未払法人税等が５億５百万円、未払金(流動負債「その他」)が４億３千８

百万円、それぞれ増加したことなどによります。 

当第３四半期末における純資産は589億９千６百万円と前期末から36億２千４百万円の増加となりました。これは、

主に四半期純利益50億４千５百万円による増加の一方、配当金の支払12億９千７百万円があったことなどによりま

す。 

 

(3) 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年８月31日付｢業績予想の修正に関するお知らせ｣において発表いたしました通期の業績予想に変更はあり

ません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（減価償却方法の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物付属設備およ

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成 28年４月４日開催の取締役会決議により 299百万円（257,100株）、平成 28 年９月 28日開催の取締役

会決議により 299百万円（194,800株）の自己株式をそれぞれ取得しております。 

 


	サマリー1
	02（作成中）平成29年2月期第3四半期短信（目次）
	03（作成中）平成29年2月期第3四半期短信（添付資料）
	計算書類
	貸借対照表
	損益計算書

	04（作成中）平成29年2月期第3四半期短信（参考資料）



